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銀
の
馬
車
道

劇
団
公
演
と
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

福
崎
町
商
工
会

　

福
崎
町
商
工
会
（
後
藤
雅
一
会
長
）
で
は
、
十
月

二
十
七
日
、「
銀
の
馬
車
道
ウ
ォ
ー
ク
＆
も
ち
む
ぎ

ま
つ
り
」
を
開
催
。
ま
た
、
十
月
三
十
一
日
に
は
、

銀
の
馬
車
道
劇
団
に
よ
る「
人
情
喜
劇
銀
の
馬
車
道
」

を
初
公
演
。
二
回
公
演
し
、
延
べ
千
四
百
人
の
観
客

の
笑
い
と
涙
を
誘
っ
た
。
約
一
時
間
の
公
演
が
終
わ

る
と
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
中
播
磨
地
区
の
商
工
会
で
は
、
明
治
時
代

に
生
野
銀
山
か
ら
姫
路
市
飾
磨
港
を
結
ぶ
「
銀
の
馬

車
道
」
の
完
成
か
ら
百
三
十
年
目
を
迎
え
る
今
年
、

統
一
し
た
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

（
関
連
記
事
を
五
頁
に
掲
載
。）
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　・オンリーワン企業づくりを目指した経営革新塾が閉講
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■青年部・女性部Letter  ４頁
　・県商工会女性部連合会　　　・稲美町商工会女性部
　・香美町商工会青年部　　　　・加美町商工会青年部・女性部
■商工会Letter  ５～６頁
　・銀の馬車道リレーイベント
　　　◦「第８回まっせまつり」と「銀の馬車道交流館」（神崎町商工会）
　　　◦「いちかわ商工祭」を開催（市川町商工会）
　・たつの市商工会
　　　◦外国人研修生受入れ　◦合併記念　産業まつりを開催
　・商工会ぐっとチャンネルを自主制作（加東市商工会）
　・「ゆむら屋」オープン（温泉町商工会）
　・但東いろどりフェスタにマモルンジャー登場（但東町商工会）
　・八宿まつりを開催（青垣町商工会（現丹波市商工会））
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商
工
会
会
長
・
副
会
長
研
修
会
を
開
催

第
一
回
補
助
金
体
系
検
討
委
員
会

人
事
管
理
委
員
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
四
日
の
二
日
間
、
南

あ
わ
じ
市
「
観
光
旅
館
う
め
丸
」
に

お
い
て
「
平
成
十
九
年
度
商
工
会
会

長
・
副
会
長
研
修
会
」
を
開
催
し
、

県
下
か
ら
約
百
五
十
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
木
南
岩
男
県
連
会
長
の

挨
拶
の
後
、
原
田
一
二
三
淡
路
県
民

局
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

研
修
Ⅰ
で
は
、
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
平
野
次
郎
氏
よ
り
、『
こ
れ

か
ら
の
世
界
情
勢
と
日
本
経
済
』
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
ア
メ
リ
カ
・
中
国

等
の
経
済
の
動
向
に
よ
り
日
本
経
済

が
受
け
る
影
響
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
研
修
Ⅱ
で
は
、
兵
庫
県

知
事
の
井
戸
敏
三
氏
よ
り
、『
兵
庫

の
産
業
の
方
向
と
未
来
』
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
数
値
に
基
づ
き
、
将
来
の

兵
庫
経
済
と
商
工
会
の
道
し
る
べ
等

が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
人
事
管
理
委

員
会
委
員
長
を
務
め
て
い
る
石
原
社

労
士
事
務
所
の
石
原
利
男
氏
が
「
人

事
管
理
に
関
す
る
諸
課
題
」
に
つ
い

て
報
告
し
、
退
職
金
制
度
や
人
事
交

流
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を

行
っ
た
。

▲今後の経済情勢を述べる平野次郎氏

▲兵庫の産業の方向と未来を語る井戸県知事

▲開会あいさつをする澤田専務理事

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
十
八

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
平

成
十
九
年
度
第
四
回
人
事
管
理
委
員

会
」
を
開
催
し
た
。

　

主
な
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

一
、
平
成
十
九
年
度
人
事
交
流
追
加

承
認
に
つ
い
て

二
、
平
成
十
九
年
人
事
院
勧
告
に
つ

い
て

三
、
人
事
交
流
計
画
案
作
成
の
委
任

に
つ
い
て

四
、
商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補

者
試
験
に
つ
い
て

五
、
主
席
・
主
任
手
当
に
つ
い
て

六
、
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
制
度

の
改
正
に
つ
い
て

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
二
日
、

県
商
工
会
館
に
お
い
て
、
第
一
回
補

助
金
体
系
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
昨
年
度
よ
り
小
規

模
事
業
支
援
費
補
助
金
が
国
か
ら
県

へ
移
譲
さ
れ
る
一
方
、
交
付
要
綱
は

従
前
に
中
小
企
業
庁
が
作
成
し
た
も

の
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

行
政
合
併
等
に
よ
り
商
工
会
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

そ
の
内
容
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
交
付
要
綱

を
時
代
に
即
し
た
も
の
に
改
正
す
る

よ
う
県
に
働
き
か
け
を
行
う
た
め
、

調
査
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
。

　

第
一
回
目
は
、
本
会
の
澤
田
専
務

理
事
が
開
会
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
各

委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。
会
議

で
は
、
委
員
会
の
進
め
方
を
協
議
し

た
ほ
か
、
事
前
に
他
府
県
へ
照
会
し

て
い
た
現
在
の
補
助
対
象
職
員
設
置

定
数
等
の
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。
次

回
以
降
は
、
具
体
的
に
改
正
内
容
等

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫
ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

を
協
議
し
て
い
く
。
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地
域
財
産
生
か
す
観
光
振
興
を
学
ぶ

但
馬
地
区
商
工
会

祝　秋の褒章
　平成19年度の秋の褒章受章者が
11月２日付けで発表され、県内から
は42人と１団体が選ばれた。商工会
関係者では、志智宣夫氏（県連合会
副会長、南あわじ市商工会会長）が、
黄綬褒章の栄に浴されました。
　心よりお祝いを申しあげますとと
もに、今後益々のご活躍をお祈りい
たします。

志智　宣夫  氏

文
化
の
価
値
を
如
何
に
お
客
さ
ん
に

伝
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
高
町
出
身
で
作
家
の

水
嶋
元
氏
（
但
馬
文
学
会
会
長
）
か

ら
は
、「
但
馬
産
業
遺
産
を
活
か
し

て
の
観
光
振
興
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
っ
た
。「
点
か
ら
線
に
、
線
か
ら

面
に
、
観
光
の
あ
り
方
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
但
馬
に
文
化
的
土

壌
を
つ
く
り
、
総
合
的
能
力
を
発
揮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
。

　

ま
た
、
産
業
遺
産
を
活
か
し
た
観

光
振
興
策
も
具
体
的
に
提
示
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
商
工
会
議
所

や
商
工
会
の
関
係
者
、
会
員
事
業
者

ら
百
五
十
名
が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
但
馬
地
域
の
現
状

や
課
題
を
見
極
め
、
地
域
経
済
を
再

活
性
化
す
る
た
め
に
、
経
営
革
新
を

目
指
す
元
気
企
業
の
育
成
や
、
但
馬

産
業
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
振
興
な

ど
将
来
に
向
け
た
活
性
化
手
法
を
模

索
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

最
初
に
、
田
舎
ま
る
ご
と
販
売
研

究
家
の
松
﨑
了
三
氏
が
「
新
産
業
創

造
は
経
営
革
新
の
観
点
か
ら
〜
地
域

丸
ご
と
販
売
術
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を
都
会
に
売
り
出

す
方
法
を
講
演
。
商
品
を
全
面
的
に

出
さ
ず
に
、「
村
の
ス
ト
ー
リ
ー
や

　

但
馬
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会

（
大
橋
直
人
会
長　

出
石
町
商
工
会

長
）で
は
、但
馬
県
民
局
と
共
催
し
て
、

十
月
三
十
日
（
火
）、
日
高
町
・
ホ

テ
ル
幸
祥
で
、「
但
馬
産
業
活
性
化▲観光振興策を提言する水嶋元氏

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
づ
く
り
を

    

目
指
し
た
経
営
革
新
塾
が
閉
講

県
連
但
馬
支
所
・
朝
来
市
四
商
工
会

マ
ル
経
講
習
会
を
開
催

阪
神
・
丹
波
、但
馬
、東
・
北
播
磨
・
淡
路
地
区

　

去
る
十
月
十
三
日
、
県
商
工
会
連

合
会
と
朝
来
市
（
生
野
、
和
田
山
、

山
東
、
朝
来
）
四
商
工
会
の
共
催
に

よ
る
経
営
革
新
塾
が
閉
講
し
た
。
経

営
革
新
塾
は
、
経
営
戦
略
や
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
知
識
を
習
得
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
朝
来
市

内
在
住
・
在
勤
の
経
営
者
並
び
に
将

来
起
業
を
目
指
す
二
十
九
名
が
参
加

し
た
。

　

最
終
日
に
は
「
当
社
の
経
営
」
と

題
し
て
、
受
講
者
が
経
営
計
画
を
発

表
し
将
来
の
経
営
に
つ
い
て
決
意
表

明
し
た
。
経
営
革
新
塾
終
了
後
は
、

受
講
者
の
発
議
に
よ
る
打
ち
上
げ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
井
上
秀
俊
朝

来
市
長
や
講
師
等
を
囲
ん
で
、
地
域

振
興
や
元
気
な
経
営
者
集
団
づ
く
り

を
話
題
に
夜
遅
く
ま
で
議
論
し
て
い

た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
月
三
日

〜
四
日
（
篠
山
市
「
王
地
山
公
園
さ

さ
や
ま
荘
」）、
五
日
〜
六
日
（
豊
岡

市
「
ホ
テ
ル
幸
祥
」）、
十
日
〜
十
一

日
（
神
戸
市
「
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

舞
子
ビ
ラ
神
戸
」）
の
三
会
場
に
お

い
て
、「
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金

融
資
制
度
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

三
会
場
に
は
、
阪
神
・
丹
波
地
区
、

但
馬
地
区
、
東
・
北
播
磨
・
淡
路
地

区
の
商
工
会
よ
り
金
融
審
査
委
員
の

出
席
が
あ
り
延
べ
六
十
一
名
が
受
講

し
た
。

　

初
日
は
、「
企
業
再
生
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
の
後
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
か
ら
金
融
情
勢
・
マ
ル
経

資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

続
い
て
の
意
見
交
換
会
で
は
、
金

融
審
査
委
員
よ
り
各
商
工
会
の
金
融

審
査
委
員
会
開
催
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
熱
心
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

翌
日
は
、
十
月
一
日
か
ら
取
扱
を
開

始
し
た
「
地
域
ふ
れ
あ
い
保
証
制
度

の
事
務
取
扱
等
」
に
つ
い
て
制
度
の

目
的
や
保
証
内
容
等
に
つ
い
て
説
明

し
、
二
日
間
の
研
修
を
終
了
し
た
。 ▲経営について討論する受講者▲金融審査のポイントを学ぶ（但馬地区）
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指
導
者
研
修
会
を
実
施

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

ベ
ン
チ
十
二
基
を
寄
贈香美

町
商
工
会
青
年
部

　

十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
県

商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行
幸
子
会

長
）
で
は
、
女
性
部
指
導
者
県
外
交

流
研
修
を
実
施
。同
日
広
島
市
・
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
広
島
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
全
国
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
に

女
性
部
長
等
三
十
五
名
が
参
加
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
に
は
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
本
県
か
ら
加

東
市
の
山
下
洋
子
さ
ん
が
出
場
。
発

表
順
が
来
る
と
、
壇
上
に
は
十
二
単

が
飾
ら
れ
、
客
席
か
ら
は
応
援
に
用

意
し
た
こ
い
の
ぼ
り
が
翻
っ
た
。

　

山
下
さ
ん
の
発
表
は
、
最
優
秀
賞

は
逃
し
た
も
の
の
、
全
国
の
女
性
部

員
が
一
堂
に
会
す
る
こ
の
大
会
に
お

い
て
地
域
の
地
場
産
業
・
活
動
を
発

信
す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
た
。

　

翌
日
は
広
島
市
の
中
心
街
で
、
県

下
の
地
域
情
報
・
特
産
品
等
を
揃
え

る
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
と
広
島

県
が
誇
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
㈱
マ

ツ
ダ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
視
察
。
最

新
の
技
術
で
安
心
・
安
全
・
環
境
に

配
慮
す
る
車
づ
く
り
の
技
術
を
目
に

し
、
日
本
が
誇
る
も
の
づ
く
り
を
体

感
し
二
日
間
に
亘
る
研
修
を
終
え
た
。

 

　

香
美
町
商
工
会
青
年
部
（
有
田
泰

部
長
）
は
、
二
〇
〇
二
年
サ
ッ
カ
ー

日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
際
、
神
戸

ウ
イ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
使
用
さ
れ

た
椅
子
を
再
利
用
し
た
ベ
ン
チ
を
作

成
。
十
月
二
十
一
日
、
し
お
か
ぜ
香

苑
で
藤
原
久
嗣
町
長
に
贈
呈
し
た
。

ベ
ン
チ
は
、
香
美
町
庁
舎
や
町
内
各

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
四
月
に
香
住
、

村
岡
、
美
方
の
旧
三
町
商
工
会
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
商
工
会
青
年
部

（
部
員
数
八
十
四
人
）
と
し
て
初
め

て
の
取
組
み
。
有
田
泰
部
長
は
「
合

併
後
の
部
員
相
互
の
親
睦
と
リ
サ
イ

▲第9回全国商工会女性部全国大会

▲健康講話後に体操をする女性部員

▲藤原町長にベンチを寄贈する
　有田部長▲開会あいさつをする藤本部長

記
念
大
会
を
開
催

加
美
町
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

　

稲
美
町
商
工
会
女
性
部
（
西
澤
緑

部
長
）
は
、
十
月
三
十
一
日
、
東
・

北
播
磨
地
区
管
内
商
工
会
議
所
女
性

会
・
商
工
会
女
性
部
員
百
十
六
名
の

参
加
を
得
て
、
若
手
後
継
者
等
育
成

事
業
を
開
催
し
た
。

　

稲
美
町
の
眺
望
が
一
望
出
来
る
町

立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
各
自
、
体
脂
肪
と
血
圧
測
定
を
行

い
午
前
中
は
「
心
と
身
体
づ
く
り
講

演
会
〜
３
Ｂ
体
操
〜
」
と
題
し
て
魚

住
桂
子
先
生
か
ら
健
康
に
つ
い
て
の

講
話
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
三
種
類
の
運
動
器
具
を
使

用
し
四
十
歳
代
〜
七
十
歳
代
と
幅
広

い
年
齢
層
に
あ
っ
た
体
操
種
目
を
指

導
し
て
頂
い
た
。
午
後
か
ら
は
寄
せ

植
え
講
習
会
と
題
し
て
事
業
所
内
外

に
お
い
て
植
物
を
活
用
し
た
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
学
ん
だ
。
こ
の
事
業
を
通

じ
て
健
康
の
大
切
さ
と
植
栽
に
よ
る

街
づ
く
り
を
再
認
識
し
た
。

　

加
美
町
商
工
会
青
年
部
（
藤
本
明

夫
部
長
）・
女
性
部
（
吉
田
加
代
子

部
長
）
は
、
十
月
二
十
一
日
、
多
可

町
交
流
会
館
に
お
い
て
青
年
部
創
立

四
十
周
年
・
女
性
部
創
立
三
十
五
周

年
の
記
念
大
会
を
開
催
し
た
。

　

第
一
部
式
典
で
は
、
藤
本
青
年
部

長
、
吉
田
女
性
部
長
の
開
会
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
戸
田
善
規
多
可
町
長
ら

来
賓
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
、
青
年
部
、
女
性
部
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
そ
の

中
で
、
諸
先
輩
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら

れ
た
。
第
二
部
記
念
講
演
で
は
、
㈱

や
ま
そ
う
代
表
取
締
役
・
植
村
政
人

氏（
全
青
連
会
長
）が「
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
た
る
者
の
あ
る
べ
き
姿
」
と
題

し
、
自
身
の
事
業
者
と
し
て
の
あ
り

方
を
出
席
者
の
立
場
に
置
き
換
え
て

講
演
。
自
己
改
革
や
組
織
改
革
は
自

分
次
第
で
あ
る
こ
と
、
組
織
に
は
共

有
す
る
夢
が
持
て
る
こ
と
が
理
想
と

語
り
、
出
席
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

記
念
大
会
終
了
後
は
、
歴
代
部
長

や
講
師
を
交
え
て
懇
親
会
を
開
催
し
、

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
終
了
し
た
。

健
康
増
進
と

稲
美
町
商
工
会
女
性
部

ク
ル
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

美
し
い
地
域（
ま
ち
）並
み
づ
く
り
へ
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地
域
活
力
増
進
事
業

　

 
「
第
八
回
ま
っ
せ
ま
つ
り
」と
銀
の
馬
車
道
交
流
館

外
国
人
研
修
生
を
受
入
れ

合
併
記
念 

産
業
ま
つ
り
を
開
催

神
崎
町
商
工
会

い
ち
か
わ
商
工
祭
を
開
催

市
川
町
商
工
会

銀
の
馬
車
道
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト

た
つ
の
市
商
工
会

　

神
崎
町
商
工
会（
谷
綛
忍
孝
会
長
）

で
は
、
十
月
二
十
一
日
に
「
広
げ
よ

う 

銀
の
馬
車
道 

ま
ち
づ
く
り
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
、「
第
八
回
ま
っ

せ
ま
つ
り
」
を
神
河
町
中
村
・
粟
賀

町
の
旧
街
道
で
開
催
し
た
。
ま
つ
り

で
は
、
町
内
出
店
者
の
方
に
よ
る
バ

ザ
ー
に
加
え
て
、
獅
子
舞
や
和
太
鼓

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
披
露
さ
れ

大
変
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
商
工
業
活

性
化
を
目
的
に
但
陽
信
用
金
庫
（
桑

田
純
一
郎
理
事
長
）
の
協
力
に
よ

り
、
旧
粟
賀
支
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
「
銀
の
馬
車
道
交
流
館
」

も
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
館
は
明
治

時
代
に
生
野
鉱
山
と
飾
磨
港
を
結

び
、
産
業
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
「
銀
の
馬
車
道
」
沿
い
に

あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
、
館
内
に
は
実

物
の
半
分
ほ
ど
の
馬
車
を
再
現
し
、

生
野
鉱
山
か
ら
産
出
し
た
鉱
石
や

馬
車
道
沿
い
の
当
時
の
写
真
な
ど

を
展
示
し
大
変
関
心
を
集
め
た
。

▲テープカットをする谷綛商工会長（左端）

　

市
川
町
商
工
会(

中
川
俊
昭
会
長)

で
は
、
十
月
二
十
八
日
、〝
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
〞
と
、
初
の

「
い
ち
か
わ
商
工
祭
」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
馬
車
道
の
面
影
を
残
す

屋
形
地
区
や
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
馬
車
を
再
現
、
往
時
の
衣
装
を

ま
と
っ
た
人
々
と
共
に
歴
史
パ
レ
ー
ド

を
繰
り
広
げ
た
。
姉
妹
都
市
の
米
国

ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
市
の
親
善
訪

問
団
も
参
加
し
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
市
川
高
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
や
、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
甘
地
獅
子
舞
、
女

性
部
の
よ
さ
こ
い
な
ど
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
青
年
部
に
よ
る
郷

土
料
理「
じ
ゃ
こ
ず
し
」の
再
現
販
売
、

銀
馬
車
饅
頭
な
ど
特
産
品
の
販
売
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
催
し
物

が
あ
り
、
終
日
賑
わ
っ
た
。

▲米国親善訪問団も参加しての歴史パレード

▲７年目となる外国人受入研修事業

　

た
つ
の
市
商
工
会
（
木
南
岩
男
会

長
）
で
は
、
本
年
も
外
国
人
研
修
生

受
入
事
業
を
実
施
し
て
、
中
国
か
ら

十
八
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
。

外
国
人
研
修
事
業
は
、
七
年
目
と
な

る
事
業
で
、
今
年
は
カ
キ
取
扱
業
の

研
修
を
行
う
。

　

十
月
五
日
に
は
、
受
入
事
業
所
六

社
を
は
じ
め
地
区
自
治
会
、
警
察
、

漁
業
組
合
な
ど
の
関
係
者
が
多
数
出

席
し
て
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
木
南
商
工
会
長
か

ら
研
修
生
に
「
健
康
に
留
意
し
て
研

修
と
実
習
を
通
じ
て
語
学
と
技
術
を

習
得
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
地
域

住
民
と
ふ
れ
あ
い
日
本
の
良
い
と
こ

ろ
を
帰
国
し
て
も
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
激
励
し
研
修
に
入
っ
た
。

　

十
月
二
十
八
日
に
は
、
商
工
会
合

併
記
念
事
業
と
し
て
揖
保
川
産
業
ま

つ
り
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

産
業
ま
つ
り
は
、
商
工
会
合
併
後

に
た
つ
の
市
民
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
だ
。
当
日
は
、
保
育
園

児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
と
木
南
商
工
会

長
の
力
強
い
挨
拶
で
開
会
。
会
場
は
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
住
民
参
加

の
大
綱
引
き
大
会
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
や
女
性
部
を
は
じ

め
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

出
店
。
昨
年
を
上
回
る
七
千
五
百
人

の
人
出
で
終
日
賑
わ
っ
た
。
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「
商
工
会
ぐ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
自
主
制
作

加
東
市
商
工
会

「
ゆ
む
ら
屋
」オ
ー
プ
ン

温
泉
町
商
工
会

但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
に
マ
モ
ル
ン
ジ
ャ
ー
登
場

但
東
町
商
工
会

八
宿
ま
つ
り
を
開
催

青
垣
町
商
工
会（
現
丹
波
市
商
工
会
）

　

加
東
市
商
工
会（
藤
井
悦
治
会
長
）

で
は
、
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

利
用
し
て
商
工
会
の
情
報
を
発
信
し

よ
う
と
、
番
組
の
自
主
制
作
を
開
始

し
た
。

　

番
組
名
は
、「
商
工
会
ぐ
っ
と
チ
ャ

ン
ネ
ル
」。
市
が
運
営
す
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
、
今
年
度
は
十

月
と
一
月
の
二
回
放
送
を
予
定
。
番

組
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民

へ
の
商
工
会
活
動
の
認
知
、
会
員
企

業
へ
の
情
報
提
供
に
よ
る
活
用
促
進

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

第
一
回
目
と
な
っ
た
十
月
の
放
送

で
は
、
藤
井
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

地
場
産
業
で
あ
る
「
釣
針
」
を
特
集

し
た
ほ
か
、
商
工
会
ニ
ュ
ー
ス
、
イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を
放
映
し
た
。

　

商
工
会
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利

用
し
て
、
番
組
制
作
・
放
送
を
お
こ

な
う
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

今
後
放
送
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

▲商工会活動について語る藤井商工会長

　

温
泉
町
商
工
会（
北
村
譲
次
会
長
）

で
は
、
十
月
十
九
日
、
活
力
あ
る
ま

　

但
東
町
商
工
会（
岡
田
重
明
会
長
）

は
、
地
域
住
民
の
元
気
ア
ッ
プ
と
市

民
交
流
の
場
、
産
業
振
興
と
地
域
活

性
化
を
目
的
に
『
二
〇
〇
七
但
東
い

ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
』
を
十
月
十
四
日

（
日
）、
豊
岡
市
但
東
総
合
支
所
前
で

開
催
し
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。 　

今
年
は
、
商
工
会
青
年
部
員
に
よ

る
町
の
環
境
美
化
を
訴
え
る
「
マ
モ

ル
ン
ジ
ャ
ー
」
が
登
場
。
赤
・
青
・

白
色
の
衣
装
を
着
た
マ
モ
ル
ン

ジ
ャ
ー
三
人
組
に
青
年
部
員
が
変
身
。

会
場
の
子
供
た
ち
の
応
援
が
パ
ワ
ー

と
な
り
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
で
町
を
汚

す
悪
役
を
退
治
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ

レ
ン
ジ
ャ
ー
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ア

ク
シ
ョ
ン
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
子
供

た
ち
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
楽

し
く
訴
え
た
。

ち
な
か
商
店
街
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

特
産
品
販
売
や
手
作
り
体
験
を
行
う

観
光
施
設
「
ゆ
む
ら
屋
」
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。
こ
の
施
設
は
、
県
町
の

補
助
を
受
け
て
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
、
地
域
商
店
街
の
活
性
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
。

　

開
店
初
日
は
、
ひ
ょ
う
ご
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
岡
田
奈
良
夫
理
事
長

を
は
じ
め
馬
場
雅
人
町
長
や
北
村
譲

次
商
工
会
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
た
。

「
ゆ
む
ら
屋
」
は
、
築
八
十
年
の
ケ

ヤ
キ
造
り
の
風
格
あ
る
建
物
。
館
内

に
は
、
木
竹
製
品
の
展
示
販
売
や
農

産
物
や
特
産
品
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
商
店
検
索
も

行
え
る
。
ま
た
、
商
店
街
で
初
め
て

　

十
月
二
十
一
日
、
青
垣
町
商
工
会

（
谷
垣
豊
会
長
）
は
、
佐
治
市
街
地

に
お
い
て
「
丹
波
八
宿
青
垣
の
秋
た

ら
ふ
く
街
道
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

　

佐
治
は
か
つ
て
京
都
と
山
陰
を
結

ぶ
交
通
の
要
衝
で
、
宿
場
町
と
し
て

栄
え
今
も
そ
の
面
影
を
残
す
街
並
み

が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

商
工
会
で
は
、
宿
場
町
の
街
並
み

と
街
道
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
が

出
来
な
い
か
と
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

団
体
と
協
議
を
重
ね
て
来
た
。

　

当
日
は
、
佐
治
市
街
地
を
会
場
に

昭
和
三
十
年
代
の
演
出
に
こ
だ
わ
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
展
示
や
懷
か
し

の
遊
び
・
道
具
・
大
道
芸
の
ほ
か
、

食
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
を
開
催

し
た
。
多
く
の
観
光
客
は
、
丹
波
版

青
垣
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ズ
に
秋
の
一
日

を
楽
し
ん
で
い
た
。

▲多くの人出で賑わう宿場町

の
体
験
型
施
設
で
、
今
後
は
地
元
の

工
芸
家
が
講
師
と
な
り
わ
ら
細
工
、

木
工
、
竹
製
品
な
ど
の
体
験
教
室
を

行
う
ほ
か
、
町
内
で
採
れ
た
旬
の
農

産
品
や
特
産
品
の
販
売
も
行
う
。

▲新ヒーロー“マモルンジャー”

▲岡田理事長（左）、北村商工会長（中）、
　馬場町長（右）
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